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ロータリー哲学

Ideal  of  Service
奉仕の理想（理念）

① He profits most who servesbest
最もよく奉仕するもの、最も多く
報われる。

② Service above self
「他人のことを思い遣り、他人のために
尽くすこと」

＊Service ,not self (自己滅却）フランコ・B・コリンズ



fellowship 志を共にする者同士の仲間意識

親 睦 （fellowship）

ロータリーの苗木が
成長するための土壌

正しい意味？

ロータリーの fellowship
ロータリーの奉仕の理念を

共有し、強め高め合う仲間意識



地区セミナー、I M、地区大会、ＰＥＴＳ
地区研修・協議会、ロータリー研究会
ＧＥＴＳ、国際協議会、国際大会、等

学 び

→

A Talking Knowledge of Rotary (1916年)

例 会

Guy Gundaker（1923-24年度 ＲＩ会長）

究極の目的 → 「素晴らしい真のロータリアンの育成」

ロータリーは、
自分自身を、事業を、職種・業界を、
そして社会全体を向上させるための
“心” と “実践方法” を学ぶ場である。



ロータリーは、世界的な
奉仕団体である。

↑

ロータリーを 正しく

語った表現ではない！



1976年： R I 理事会

ロータリーは、人道的な奉仕を行い、

あらゆる職業において高度の道徳的水準を

守ることを奨励し、かつ世界における親善

と平和の確立に寄与することを目指した、

事業および専門職務に携わる指導者が

世界的に結び合った団体である。

ロータリーとは？



1976年： R I 理事会

ロータリーは、人道的な奉仕を行い、

あらゆる職業において高度の道徳的水準を

守ることを奨励し、かつ世界における親善

と平和の確立に寄与することを目指した、

事業および専門職務に携わる指導者が

世界的に結び合った団体である。

ロータリーとは？

でも、何かが足らないぞ！

自己研鑚は？

親睦は？



ロータリーは、事業、専門職務、

地域社会のリーダーらによって構成され、

親睦 と 寛容、個人の資質向上、事業の

維持・発展 に 努めるとともに、

家庭 や 仲間、職場、地域、国際社会に

おける 幸福 の 達成 に 寄与する、

「奉仕の心と実践」に 満ちた 立派な

ロータリアンを育てる 世界的な団体 である。

（Guy Gundaker のロータリー観を参考に、
最近の Ｒ Ｉ の方針を加味して作成した文書）

ロータリーとは？



ロータリーは、事業、専門職務、

地域社会のリーダーらによって構成され、

親睦 と 寛容、個人の資質向上、事業の

維持・発展 に 努めるとともに、

家庭 や 仲間、職場、地域、国際社会に

おける 幸福 の 達成 に 寄与する、

「奉仕の心と実践」に 満ちた 立派な

ロータリアンを育てる 世界的な団体 である。

（Guy Gundaker のロータリー観を参考に、
最近の Ｒ Ｉ の方針を加味して作成した文書）

ロータリーとは？

これなら、ＯＫ

先輩ロータリアンが語る
「ロータリーの在り方」や
「ロータリーの原点」は、
これと概ね同じである。



ロータリーは、

① ロータリアン同士の親睦を基盤に、

② 立派なロータリアンを育てながら、

③ 価値ある奉仕を通じて、

社会に貢献する 世界的な団体である。

親 睦 学 び 奉 仕

日本で、大切にされてきた ロータリー観



奉仕の心、人としての在り方・喜び・誇り

円満な交際 （寛容、忍耐、礼節、義理人情）

上手な自己管理 （生活、行動、時間）

リーダーシップ、高潔性、友情、敬愛

クラブが人を育てるとは？

～ 素晴らしい真のロータリアンの育成 ～



１．個人としての活動
ロータリーが説く高い倫理基準と様々な

奉仕を、ロータリーの理想と実践という

目標を常に留意しながら、自己の事業や

専門職務において実践すること。

ロータリーの奉仕の理念を

自己の職業に適応すること。

ロータリアンの活動 ＝ 奉 仕



１．個人としての活動
ロータリーが説く高い倫理基準と様々な

奉仕を、ロータリーの理想と実践という

目標を常に留意しながら、自己の事業や

専門職務において実践すること。

ロータリーの奉仕の理念を

自己の職業に適応すること。

職業奉仕

ロータリアンの活動 ＝ 奉 仕



２．ロータリークラブにおける活動

① 会員の事業、生活、生き方に
有益な情報や方法を提供する場。

② 会員同士が意見や情報を交換し、
経験を語り合い、誠実な人柄に
触れ、敬愛の念を深めていく場。

③ 奉仕の心を学び、理解し、実践の
意欲が湧き上がる場。

例 会

ロータリアンの活動 ＝ 奉 仕



２．ロータリークラブにおける活動

① 会員の事業、生活、生き方に
有益な情報や方法を提供する場。

② 会員同士が意見や情報を交換し、
経験を語り合い、誠実な人柄に
触れ、敬愛の念を深めていく場。

③ 奉仕の心を学び、理解し、実践の
意欲が湧き上がる場。

例 会

ロータリアンの活動 ＝ 奉 仕

親睦 ＆ 学び → 奉仕



３．同業者の団体における活動

ロータリアンは、職業分類に応じ、

ロータリから各々の職種・業界に

派遣された 大使 である。

同業者の団体、業界の向上に努める。

ロータリアンの活動 ＝ 奉 仕

職業奉仕
社会奉仕



４．公共的かつ慈善奉仕活動

社会奉仕

ロータリアンの活動 ＝ 奉 仕
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職業奉仕は、森である
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職業奉仕の森
21世紀になってからのRIの職業奉仕の捉え方



日本では、この考え方を好まない
ベテラン・ロータリアンが多い

＊職業倫理訓（道徳律）
＊四つのテスト
＊A F Sheldon の奉仕理念
＊大連宣言
＊日本特有の商売道徳思想

↓

これらに、
含まれては
いない考え方

職業を活かした社会貢献



歯科医の私が、

発展途上国へ行き、

恵まれない子供たちに、

歯科治療を無償で実施する。

これって
国際奉仕？ 青少年奉仕？ 職業奉仕？

職業を活かした社会貢献



奉仕に、色はない！

歯科医の私が、

発展途上国へ行き、

恵まれない子供たちに、

歯科治療を無償で実施する。

職業を活かした社会貢献



Guy Gundaker の考え方

ロータリアン一人一人が、
個人として、また事業および社会生活に
おいて、日々、奉仕の理念を実践すること

ロータリーの目的

奉仕に、色はない！



奉仕の心、人としての在り方、喜び、誇り

円満な交際 （寛容、忍耐、礼節、義理人情）

上手な自己管理 （生活、行動、時間）

リーダーシップ、高潔性、友情、敬愛

クラブは 必ず活性化する！

クラブが 人を育てる！



ロータリアンがお互いに切磋琢

磨し、自己研鑽によって心を磨く
こと、これがロータリーの本願で
あり、ロータリーの 第一義なの
です。
寄付もボランティア活動もしなけ

ればなりませんが、これはロータ

リーの第二義なのです。



「 根 」＝『クラブ奉仕』

「 幹 」＝『奉仕の理念(想)』

「枝・葉」＝『職業奉仕』

『社会奉仕』

『国際奉仕』

『青少年奉仕』

「 花 」＝『ロータリー財団』

国際奉仕
社会奉仕

ロータリー財団

奉
仕
の
理
念

ロータリーの目的・四つのテスト、行動規範

親睦 － クラブ奉仕 － 助け合い

超我の奉仕

最もよく奉仕をする者、最も多く報いられる

奉
仕
の
理
念

職業奉仕 青少年奉仕



元 気 活 力

情 熱 感 動

Grow Rotarian

クラブ運営の充実

会 長 の 心 意 気

会長の心意気 ➜ 会員は必ず応える



職業奉仕月間卓話
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